
浄
化
槽
と
生
活
排
水

　

人
が
生
活
す
る
中
で
、
ト
イ

レ
や
お
風
呂
・
炊
事
・
洗
濯
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活

排
水
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の

量
は
１
人
当
た
り
１
日
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
（
浴
槽
１
杯
分
）
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
汚
れ
た
水
を
何
も
処

理
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
川
な
ど
に

流
し
て
し
ま
う
と
、
自
然
環
境

に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
き
れ
い
な
水
に
変
え
て

か
ら
川
な
ど
へ
放
流
す
る
た
め

の
装
置
が
浄
化
槽
で
す
。

単
独
槽
と
合
併
槽
の
違
い

　

浄
化
槽
に
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
（
単
独
槽
）
と
合
併
処
理

浄
化
槽（
合
併
槽
）が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
槽
は
ト
イ
レ
か
ら
の
排

水
の
み
を
浄
化
し
ま
す
が
、
合

併
槽
は
家
庭
か
ら
出
る
排
水
す

べ
て
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
単
独
槽
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
環
境
の
保
全
の
た
め
に

　
　

    

合
併
槽
へ
の
転
換
を

　

川
が
汚
れ
る
大
き
な
原
因
は
、

生
活
排
水
で
す
。

　

単
独
槽
で
は
ト
イ
レ
の
排
水

し
か
浄
化
で
き
ず
、
お
風
呂
や

洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
は
、
す

べ
て
川
に
直
接
流
出
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
合
併
槽
は
家
庭
か

ら
出
る
排
水
す
べ
て
を
浄
化
す

る
た
め
、
水
の
汚
れ
は
単
独
槽

の
８
分
の
１
程
度
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
よ
り
水
環
境
を
守

る
こ
と
に
適
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
制
度
を

　
　

   

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

合
併
槽
へ
の
転
換
を
推
進
す

る
た
め
、
単
独
槽
ま
た
は
く
み

取
り
便
槽
か
ら
合
併
槽
に
設
置

替
え
す
る
場
合
は
、
新
増
築
な

ど
で
合
併
槽
を
設
置
す
る
場
合

よ
り
上
乗
せ
し
た
補
助
金
額
を

交
付
し
て
い
ま
す
（
15
ペ
ー
ジ

上
表
参
照
）。

　

ま
た
、
前
年
度
か
ら
「
既
存

の
単
独
槽
の
撤
去
に
係
る
工
事

費
」
と
「
新
た
に
排
水
管
な
ど

を
敷
設
す
る
た
め
の
宅
内
配
管

工
事
費
」
に
対
し
て
も
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
合
併
槽
へ
の
転
換
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　

補
助
制
度
は
、
国
の
補
助
を

原
資
と
し
て
運
用
し
て
い
ま

す
。
国
の
動
向
に
よ
り
、
令
和

８
年
度
で
終
了
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

■申請の時期：施行前

人槽 新増築に伴う合併槽設置 くみ取り便槽・単独槽から合併槽に転換する場合
（新増築は除く）

５人槽 19万9,000円 33万2,000円

７人槽 24万8,000円 41万4,000円

10人槽 32万8,000円 54万8,000円

■補助内容
　①設置工事費に対する補助

■申請する人：施主
　＊申請には、浄化槽に関する専門的な書類が必要となるため、浄化槽  
　　施工業者に委任することができます。

浄化槽設置事業補助金について 浄
化
槽
は

  
水
環
境
を
守
っ
て
い
ま
す

　

川
や
海
の
水
環
境
を
向
上
さ
せ
、
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

市
で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
本

来
の
性
能
を
維
持
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

荻　

☎
（
53
）２
６
０
９

補助対象となる工事 補助額（上限） 対象

既存の単独槽撤去 ９万円 単独槽から合併槽に転換する場合のみ

宅内配管工事 30万円 単独槽から合併槽に転換する場合のみ
（くみ取り便槽からの転換は対象外）

②合併槽設置に伴い補助対象となる工事

＊上限額ですので、実際の工事費によっては、上記金額以下の支給となります。
＊補助金額や申請手続きに関することは、浄化槽施工業者または環境課へお問い合わせください。

「法定検査」を必ず受けましょう
浄化槽を正常に作動させるために、浄化槽利用者には「保守点検」と「清掃」、「法定検査」
の３つが浄化槽法で定められています。法定検査は、外観検査・書類検査・水質検査を行っ
ており、車で例えると車検に当たります。これらを行わない場合には罰則が定められている
ため、必ず受けてください。
＊令和元年度から、法定検査を受けていない家庭には、静岡県指定の検査機関「（財）静岡
県生活科学検査センター」　が受験案内を郵送しています。

長期間家を空ける場合は、休止届を！
本年度から、浄化槽を使用しない期間が「1年以上」となる人は、市に休止を届け出ることで、
使用休止期間内の保守点検、清掃および法定検査の義務が免除されるようになりました。
事前に浄化槽の清掃を行った上で、浄化槽法に基づく「休止届出書」に「清掃の記録」を添
付し提出してください。
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